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た
。
だ
が
農
業
外
収
入
が
大
部
分
を
占
め

る
販
売
農
家
の
所
得
水
準
を
み
て
も
、
実

態
は
わ
か
ら
な
い
（
販
売
農
家
の
平
均
所

得
31
万
円
＝
農
家
所
得
1
2
0
万
円
÷
平

均
世
帯
員
数
3
・
8
人
）。
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
、
本
業
と
し
て
農
業
を
行

な
う
層
の
年
収
が
こ
れ
ま
で
過
少
評
価
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

最
高
年
収
は
3
6
0
0
万
円

│
と
上

場
企
業
の
経
営
者
並
み
の
高
額
報
酬
を
得

て
い
る
農
業
実
業
家
が
存
在
し
て
い
る
。

個
人
農
場
の
最
高
年
収
は
1
5
0
0
万
円

で
、
社
員
平
均
給
与
年
額
ト
ッ
プ
は
8
5

7
万
円
と
、
大
企
業
並
み
の
農
業
法
人
が

存
在
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

一
方
、
報
酬
ゼ
ロ
と
い
う
回
答
を
寄
せ

た
人
も
い
る
。
こ
れ
は
自
分
の
農
場
か
ら

農
家
の
平
均
年
収
は
３
４
８
万
円
（
2

5
6
6
人
）
―
―
本
誌
の
独
自
ア
ン
ケ
ー

ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
個
人
農
場
（
全

1
3
1
4
人
・
平
均
3
8
4
万
円
／
一
人

当
た
り
）
、
農
業
法
人
役
員
（
3
8
2

人
・
平
均
5
6
0
万
円
）
お
よ
び
社
員

（
8
7
0
人
・
2
4
1
万
円
）
を
押
し
並

べ
た
結
果
だ
。
い
ず
れ
も
社
員
数
５
〜
９

人
の
中
小
企
業
に
お
け
る
平
均
年
収
2
3

6
万
円
を
上
回
っ
て
い
る
。
3
0
0
万
円

以
下
が
半
数
を
占
め
る
一
方
、
5
0
0
万

円
以
上
が
2
割
超
え
、
年
収
1
0
0
0
万

円
以
上
が
５
％
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。こ

れ
ま
で
農
家
の
所
得
水
準
は
、
国
が

発
表
す
る
販
売
農
家
（
兼
業
農
家
率
78
％
）

の
農
業
所
得
を
基
準
に
発
表
さ
れ
て
い

本
誌
読
者
層
の
平
均
年
収
は
3
4
8
万
円
。
法
人
役
員
平
均
は
5
6
0
万
円
。
中
小
企

業
の
平
均
給
与
よ
り
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
国
の
農
業
所
得
統
計
を
み
て
も
、
農
業

の
本
当
の
年
収
は
わ
か
ら
な
い
。
上
位
5
％
の
農
業
経
営
者
は
1
0
0
0
万
円
超
の
高

額
所
得
者
だ
。

出所：　中小企業は「平成19年賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）。販売農家、主業農家平均は
「平成1９年販売農家(個別経営)」（農水省）の経営収支と農水省取材をもとに、編集部が独自に算出。
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年収の分布 

本誌アンケート回答者　v s　販売農家　v s　中小企業 

本誌アンケート 本誌アンケート 

―は回答者のいない都道府県。中小企業は社員数5～9名企業の平均。

【アンケートの概要】
有効回答数：347 対象・回収方法：本誌読者を中心に事業的農場・法人4000件にFAX 調査時期：2009年2月上旬から中旬
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は
、
役
員
報
酬
で
は
最
下
位
の
果
樹
・
工

芸
作
物
が
最
高
額
と
な
っ
て
い
る
。
5
9

5
万
円
と
、
2
位
の
酪
農
（
4
4
1
万
円
）

を
大
き
く
突
き
放
す
。
父
親
の
代
な
ど
の

先
達
が
植
え
た
資
産
（
永
年
作
物
）
を
有

効
活
用
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
。
4
1

1
万
円
の
コ
メ
・
畑
作
が
３
位
で
、
3
0

0
万
円
代
後
半
の
生
産
・
加
工
・
観
光
と

施
設
園
芸
が
続
く
。
最
下
位
は
露
地
野
菜

の
3
4
8
万
円
。

農
業
法
人
勤
務
の
社
員
年
収
平
均
で

は
、
ま
た
し
て
も
畜
産
が
ト
ッ
プ
（
3
1

7
万
円
）
で
、
コ
メ
・
畑
作
が
続
く
（
2

9
7
万
円
）。
2
0
0
万
円
を
割
る
露
地

業
種
別
の
平
均
年
収
で
は
、
畜
産
酪
農

と
キ
ノ
コ
類
が
5
0
0
万
円
を
突
破
し
、

1
0
0
万
円
以
上
の
差
が
つ
い
て
他
業
種

が
3
0
0
万
円
代
で
並
ぶ
。
上
か
ら
順
に
、

コ
メ
・
畑
作
（
3
8
3
万
円
）、
果
樹
・
工

芸
作
物
（
3
5
1
万
円
）、
生
産
・
加
工
・

観
光
（
3
4
2
万
円
）、
施
設
園
芸
（
3
1

6
万
円
）
と
続
く
。
最
下
位
は
露
地
野
菜
の

2
8
4
万
円
。

し
か
し
、
役
員
報
酬
で
み
る
と
露
地
野

菜
は
4
6
7
万
円
と
、
施
設
園
芸
（
4
9

6
万
円
）
や
生
産
・
加
工
・
観
光
（
4
8

0
万
円
）
と
同
水
準
で
あ
る
。
5
0
６
万

円
の
コ
メ
・
畑
作
が
、
上
位
組
の
畜
産
酪

農
、
キ
ノ
コ
類
に
続
く
。
4
1
8
万
円
の

果
樹
・
工
芸
作
物
が
最
後
だ
。

個
人
農
場
の
一
人
当
た
り
の
年
収
で

回
答
な
し

回
答
な
し 

回
答
な
し 

分
析
を
深
め
れ
ば
、
農
業
年
収
の
実
態
が
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
。
高
い
業
種
は
？

低
い
業
種
は
？
　
最
高
年
収
の
年
齢
層
は
？
　
収
入
を
上
げ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
？

コ
メ
高
所
得
の
不
公
平
感
？

の
出
荷
で
収
入
は
得
て
い
る
が
、
流
通
や

加
工
な
ど
の
目
的
で
設
立
し
た
農
業
法
人

で
は
「
ま
だ
儲
け
が
な
く
、
報
酬
を
出
せ

る
状
態
で
は
な
い
（
生
産
・
加
工
販
売
／

熊
本
県
）」
ケ
ー
ス
だ
。
農
業
法
人
の
年
間

雇
用
者
で
も
年
収
ゼ
ロ
や
月
収
５
万
円
以

下
と
、
最
低
賃
金
を
大
き
く
下
回
る
よ
う

な
低
賃
金
が
、
全
回
答
中
１
割
強
あ
っ
た
。

無
報
酬
・
超
低
報
酬
の
研
修
制
度
を
利
用

し
て
い
た
り
、
年
間
雇
用
で
は
あ
っ
て
も

労
働
時
間
が
極
め
て
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
う
し
た
例
は
、
ば
ら
つ
き
は
あ
っ

て
も
年
間
就
業
を
前
提
と
し
た
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
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野
菜
（
1
7
4
万
円
）
以
外
は
、
2
0
0

万
円
代
半
ば
が
社
員
の
平
均
水
準
と
な
っ

て
い
る
。

総
じ
て
み
れ
ば
事
業
化
、
淘
汰
が
進
ん

だ
畜
産
・
酪
農
、
キ
ノ
コ
類
が
頭
ひ
と
つ

飛
び
出
し
て
い
る
。
コ
メ
・
畑
作
が
押
し

な
べ
て
高
い
の
に
比
べ
、
露
地
野
菜
は
低

水
準
に
あ
る
。
コ
メ
・
畑
作
の
高
さ
は
日

本
を
代
表
す
る
規
模
に
座
す
る
本
誌
読
者

層
だ
か
ら
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
同

じ
層
の
露
地
野
菜
と
比
べ
る
と
、
両
者
の

助
成
金
の
差
が
所
得
に
反
映
し
て
い
る
と

も
と
れ
る
。
付
加
価
値
が
高
い
は
ず
の
施

設
園
芸
と
生
産
・
加
工
・
観
光
で
さ
え
、

コ
メ
・
畑
作
の
年
収
を
超
え
て
い
な
い
。

不
公
平
感
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

年
齢
別
で
は
、
40
代
の
個
人
農
場
（
一

人
当
た
り
）
が
平
均
6
8
8
万
円
で
全
年

齢
・
階
層
で
最
高
年
収
を
誇
る
。
次
に
高

い
年
収
の
40
代
役
員
平
均
（
6
3
2
万
円
）

よ
り
、
50
万
円
以
上
高
い
。
若
く
し
て
後

継
し
、
事
業
拡
大
を
続
け
る
40
代
の
本
誌

読
者
層
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
形

だ
。
そ
れ
が
50
代
、
60
代
以
上
に
な
る
と
、

個
人
農
場
で
は
一
気
に
下
が
る
。
そ
れ
ぞ

れ
2
6
9
万
円
、
2
0
8
万
円
だ
。
40
代

の
半
分
以
下
で
あ
る
。
今
の
40
代
に
比
べ

て
経
営
能
力
が
低
い
の
か
、
そ
れ
と
も
早

正社員 正社員以外 

北海道 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

福島県 

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

神奈川 

新潟県 

富山県 

都道府県 

都道府県別の農場・農業法人初任給（中途含む） 

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

　 

万円

万円

万円

　

　

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

　

万円

万円

　 

正社員 正社員以外 

石川県 

福井県 

山梨県 

長野県 

岐阜県 

静岡県 

愛知県 

三重県 

滋賀県 

京都府 

大阪府 

兵庫県 

奈良県 

和歌山 

鳥取県 

島根県 

都道府県 

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

　

万円 

　

万円

　

万円

　

万円

　

万円

　

万円

万円

万円

万円

万円

　

万円 

正社員 正社員以外 

岡山県 

広島県 

山口県 

徳島県 

香川県 

愛媛県 

高知県 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 

大分県 

宮崎県 

鹿児島 

沖縄県 

都道府県 

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円 

万円

万円

　

　

万円

　

　

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円 

左の表、右のグラフともハローワークのホームページ（www.hellowork.go.jp）掲載の農業関連求人情報655件をもとに、編集部が独自に作成。

40
代
の
個
人
農
家
が

最
高
年
収
6
8
8
万
円
（
平
均
）

期
に
引
退
し
た
層
が
若
く
後
継
し
た
息
子

世
代
か
ら
収
入
を
得
て
い
る
の
か
？
　
お

金
の
か
か
る
若
い
世
代
に
家
族
所
得
を
多

く
配
分
し
て
い
る
の
か
？
　
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

社
員
給
与
が
一
番
高
い
の
は
30
代
の
3

9
9
万
円
で
、
同
世
代
の
役
員
（
3
3
8

万
円
）
や
個
人
農
場
（
3
0
3
万
円
）
を

上
回
る
結
果
が
出
た
。
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
給
与
平
均
が
下
が
る
（
40
代
・
2

7
9
万
円
、
50
代
・
2
2
2
万
円
）。
30

代
の
社
員
が
農
業
法
人
の
幹
部
と
し
て
働

き
、
も
っ
と
も
高
い
報
酬
を
得
て
い
る
こ

と
が
み
て
と
れ
る
。
一
方
、
60
歳
以
上
で

は
1
3
2
万
円
と
全
階
層
で
も
っ
と
も
低

く
な
る
。
こ
れ
は
農
業
法
人
の
給
与
体
系

を
示
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
短
時
間
勤

務
の
高
齢
者
を
採
用
す
る
傾
向
の
表
れ
だ

ろ
う
。

農
場
・
法
人
の
規
模
（
専
従
人
数
）
で

年
収
の
差
は
見
ら
れ
る
か
。

１
人
が
1
位
（
4
3
7
万
円
）
に
な
っ

て
い
る
の
は
予
想
通
り
の
結
果
か
。
２
人

（
3
7
4
万
円
）、
３
人
（
2
6
5
万
円
）

に
な
る
と
下
降
す
る
が
、
４
〜
５
人
で
4

0
0
万
円
を
改
め
て
突
破
す
る
。
２
、
３

人
は
家
族
経
営
の
範
囲
で
、
４
人
を
超
え

る
と
一
気
に
事
業
拡
大
し
、
規
模
の
経
済

が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

規
模
別
で
は
1
人
が
1
位
！
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６
〜
９
人
以
上
に
な
る
と
再
度
、
下
降

線
を
た
ど
り
、
30
人
を
突
破
す
る
と
若
干

上
昇
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

最
大
規
模
の
50
人
以
上
（
役
員
含
む
）

で
は
平
均
年
収
が
2
6
9
万
円
。
他
産
業

と
比
べ
て
も
、
中
小
企
業
と
し
て
立
派
な

給
与
水
準
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

初
任
給
水
準
（
中
途
採
用
含
む
）
は
ど

う
か
。
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
農
業
業
種
の
求
人
広

告
6
5
5
件
か
ら
編
集
部
が
集
計
し
た
。

全
国
平
均
は
、
正
社
員
が
19
万
円
、
社
員

外
は
16
万
円
と
な
っ
た
。
中
小
企
業
平
均

と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
。
都
道
府
県
別
に

み
る
と
、
上
位
を
占
め
る
の
が
東
京
都

（
1
位
・
27
万
円
）、
神
奈
川
県
（
3
位
・

24
万
円
）、
愛
知
県
（
4
位
・
23
万
円
）

な
ど
、
生
活
費
の
高
い
大
都
市
圏
だ
。
最

下
位
は
高
知
県
の
７
万
円
で
、
次
い
で
徳

島
県
の
13
万
円
だ
っ
た
。

業
種
別
に
は
、
園
芸
分
野
が
正
社
員

（
22
万
円
）・
非
正
社
員
（
18
万
円
）
の
双

方
で
、
初
任
給
平
均
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

続
く
畜
産
、
耕
種
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
正

社
員
17
〜
18
万
円
、
非
正
社
員
14
〜
15
万

円
と
優
位
な
差
を
み
ら
れ
な
い
。

年
収
を
増
や
す
見
通
し
は
あ
る
か
。

個
々
の
農
場
に
聞
い
て
み
た
。

「
収
入
は
今
後
も
確
実
に
増
え
る
（
施
設

園
芸
／
千
葉
県
・
46
歳
）」
と
応
え
た
農

場
主
は
、
高
単
価
の
お
中
元
需
要
に
し
っ

か
り
応
え
ら
れ
れ
ば
利
益
率
が
向
上
し
、

給
与
に
還
元
で
き
る
と
い
う
。
現
状
で
も

市
場
を
通
さ
ず
全
量
直
販
で
、
売
り
先
で

あ
る
宅
配
、
小
売
、
ホ
テ
ル
の
比
率
を
付

加
価
値
に
応
じ
て
変
え
て
い
く
戦
略
だ
。

宮
崎
県
の
茶
生
産
法
人
社
長
は
「
売
上

よ
り
コ
ス
ト
削
減
が
給
与
ア
ッ
プ
へ
の
近

道
」
と
強
調
す
る
。「
利
益
が
出
せ
る
価

格
で
売
れ
る
よ
う
に
日
々
、
ム
ダ
な
コ
ス

ト
を
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
社
員
の
給
与
も
売
上
に
対
す
る
成
果
主

義
で
上
げ
ら
れ
る
」
と
根
拠
を
明
か
す
。

収
入
を
上
げ
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
「
２
年
後
に
息
子
が
入
っ
て
く
る
か
ら

（
露
地
野
菜
／
新
潟
県
・
51
歳
）」
と
応
え

た
人
も
い
た
。「
今
の
う
ち
に
面
積
を
増

や
し
て
、
家
族
団
結
し
て
所
得
向
上
に
励

む
」
と
意
気
揚
々
だ
。

「
成
果
が
上
が
ら
な
い
限
り
昇
給
し
な
い

（
果
樹
／
長
野
県
・
48
歳
）」

―
み
も
ふ

た
も
な
い
正
論
だ
が
、
こ
の
経
営
者
は
一

貫
し
て
昇
給
を
続
け
て
い
る
。「
ど
ん
な

状
況
で
も
上
が
る
環
境
を
作
っ
て
や
る
の

が
俺
の
仕
事
」
と
自
ら
が
成
果
主
義
を
背

負
っ
て
い
る
。

下
が
る
と
答
え
た
の
は
2
人
だ
け
で
、

理
由
も
共
通
し
て
い
る
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
減
少
す
る
。
農
政
が
専

業
農
家
の
利
益
を
確
保
で
き
る
方
向
に
向

か
う
べ
き
（
畑
作
／
北
海
道
・
62
歳
）」

「
補
助
金
収
入
が
大
半
な
の
に
、
役
員
５

人
の
給
与
は
皆
1
0
0
0
万
円
以
上
。
国

の
政
策
が
変
わ
れ
ば
、
自
分
ら
若
手
幹
部

の
給
与
に
し
わ
寄
せ
が
必
ず
く
る
。
危
機

感
は
あ
る
が
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
（
コ
メ
／
愛
知
県
・
29
歳
）」

国
へ
の
依
存
心
か
ら
脱
却
し
な
い
限
り

年
収
ア
ッ
プ
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

「
妻
に
払
っ
て
い
る
年
２
回
の
ボ
ー
ナ
ス

を
増
や
し
て
や
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
今

の
不
安
定
な
市
場
７
割
、
安
定
し
た
直
売

３
割
の
比
率
を
逆
転
さ
せ
た
い
（
施
設
園

芸
／
山
形
県
・
43
歳
）」
と
は
愛
妻
農
家

の
弁
。

「
も
っ
と
も
ら
い
た
い
」
よ
り
「
も
っ
と

払
っ
て
や
り
た
い
」
が
収
入
ア
ッ
プ
の
本

質
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
年
収
デ
ー
タ
と
そ
の
背
景
を

突
き
詰
め
る
と
、
何
も
農
業
は
特
殊
な
産

業
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
他
産
業
と

比
較
し
て
も
年
収
が
著
し
く
低
い
わ
け
で

は
な
く
、「
高
い
と
こ
ろ
は
高
い
」「
低
い

と
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
」
と

い
う
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
結
論
に
達
す

る
。

上
位
3
％
を
占
め
る
年
収
1
0
0
0

〜
1
5
0
0
万
円
の
経
営
者
は
、
個

人
・
法
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
営
業
外
収

入
（
助
成
金
）
の
比
率
の
高
い
大
規
模

コ
メ
・
畑
作
生
産
者
が
多
い
。
売
上
と

助
成
金
、
両
輪
の
「
規
模
の
経
済
」
に

よ
っ
て〝
農
業
で
1
0
0
0
万
円
超
え
〞

は
可
能
な
の
だ
。「
補
助
金
な
く
し
て
は

今
の
収
入
は
あ
り
え
な
い
。
兼
業
農
家

の
何
十
倍
も
税
金
を
再
投
資
し
て
い
る

（
千
葉
県
）」
の
は
確
か
だ
。

こ
の
モ
デ
ル
追
求
だ
け
で
は
、
最
上

位
2
％
の
〝
1
5
0
0
万
円
超
え
〞
は

果
た
せ
な
い
。
こ
の
層
に
共
通
す
る
の

が
、
確
固
た
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を

実
現
し
て
い
る
こ
と
。
売
り
先
と
信
頼

関
係
を
築
き
、
生
産
か
ら
加
工
、
販
売

ま
で
の
一
連
の
仕
組
み
づ
く
り
だ
。「
今

も
失
敗
の
連
続
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
そ

こ
か
ら
し
か
成
長
し
な
い
（
畜
産
加

工
／
宮
城
県
）」
と
言
い
切
れ
る
。

も
う
一
つ
の
共
通
点
は
〝
忙
殺
〞
的

な
仕
事
量
だ
ろ
う
。
生
産
や
流
通
、
加

工
な
ど
、
複
数
の
組
織
の
代
表
を
兼
ね
、

一
人
何
役
分
も
動
い
て
い
る
。「
こ
れ
だ

け
働
い
て
俺
の
年
収
な
ん
て
2
5
0
0

万
円
。
そ
ん
な
も
の
だ
よ
」

―
こ
れ

が
高
額
所
得
者
に
共
通
す
る
一
番
の
本

音
か
も
し
れ
な
い
。

CO
LU

M
N

年
収
ア
ッ
プ
の
秘
訣
は

経
営
者
の
心
構
え
に
あ
り

依
存
心
が
年
収
を
下
げ
る

農
業
は
特
殊
で
は
な
い
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「
今
の
う
ち
の
社
員
は
、
農
業
を
や
り
た

い
か
ら
入
社
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
き
っ
と
地
域
の
中
小
企
業
に
勤
め

る
の
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
現
在
の
給
与
条
件
に
し

て
き
た
の
で
す
か
ら
」

と
田
中
良
隆
社
長
が
語
る
通
り
、
同
社

の
雇
用
条
件
は
整
備
が
行
き
届
い
て
い

る
。
福
利
厚
生
や
就
業
規
則
は
も
ち
ろ
ん
、

給
与
規
則
に
も
明
快
な
昇
給
モ
デ
ル
が
あ

る
。
年
に
１
度
の
海
外
研
修
旅
行
も
実
施

し
て
い
る
。
設
立
か
ら
17
年
間
で
退
職
し

琵
琶
湖
畔
、
広
大
な
水
田
地
帯
の
一
角

に
事
務
所
を
構
え
る
㈱
グ
リ
ー
ン
ち
ゅ
う

ず
（
滋
賀
県
野
洲
市
）
は
、
作
業
受
託
を

目
的
に
１
９
９
１
年
に
発
足
し
た
。
総
契

約
面
積
１
５
７
ha
と
い
う
大
規
模
な
圃
場

で
、
コ
メ
と
麦
の
ほ
か
、
大
豆
や
キ
ャ
ベ

ツ
を
栽
培
し
て
い
る
。

現
在
の
役
員
・
従
業
員
（
社
員
）
数
は

10
名
。
平
均
年
収
は
６
９
２
万
円
で
あ
る
。

雇
用
条
件
の
よ
さ
は

離
職
率
の
低
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
る

人
材
難
に
悩
む
農
業
法
人
は
少
な
く
な
い
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
従
業
員
が
望
む
待
遇
条

件
と
農
業
法
人
が
提
供
で
き
る
そ
れ
と
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
中
、

従
業
員
に
対
し
て
一
定
の
収
入
を
約
束
し
、
昇
給
も
実
現
し
て
い
る
農
業
法
人
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
ト
ッ
プ
に
従
業
員
お
よ
び
自
身
の
収
入
に
対
す
る
考
え
を
聞
い
た
。

た
社
員
は
、
体
調
不
良
が
原
因
の
１
人
だ

け
。
驚
く
べ
き
離
職
率
の
低
さ
が
、
社
員

が
安
心
し
て
将
来
設
計
を
立
て
ら
れ
る
環

境
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

大
卒
初
任
給
は
月
17
万
２
０
０
円
。
こ

れ
は
百
円
単
位
ま
で
野
洲
市
の
公
務
員
と

同
じ
設
定
だ
。
機
械
の
修
理
ス
キ
ル
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
職
な
ど
に
対
す
る
職
責
手
当

は
な
い
が
、
扶
養
家
族
が
い
る
場
合
は
配

偶
者
１
万
５
０
０
０
円
、
子
ど
も
１
人
あ

た
り
５
０
０
０
円
の
家
族
手
当
が
つ
く
。

加
え
て
夏
は
２
カ
月
、
冬
は
３
カ
月
分
を

ベ
ー
ス
に
賞
与
が
支
給
さ
れ
る
。

昇
給
は
年
１
回
で
、
お
お
む
ね
年
間
12

万
円
の
ア
ッ
プ
。
昨
年
実
績
で
、
最
年
少

の
25
歳
社
員
で
年
収
３
８
０
万
円
、
36
歳

社
員
で
は
５
８
０
万
円
を
支
給
し
た
と
い

う
。

「
少
な
く
と
も
滋
賀
県
内
の
農
業
法
人
の

な
か
で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
条
件
で
は

な
い
か
」
と
田
中
社
長
は
胸
を
張
る
。

そ
も
そ
も
同
社
は
、
リ
タ
イ
ア
農
家
が

所
有
す
る
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
べ
く
、

農
協
の
営
農
課
長
だ
っ
た
田
中
代
表
が
独

立
す
る
形
で
立
ち
上
げ
た
も
の
。
琵
琶
湖

畔
に
は
耕
作
に
適
し
た
広
大
な
平
地
が
あ

る
が
、
同
社
の
あ
る
野
洲
市
は
大
阪
ま
で

１
時
間
、
京
都
ま
で
30
分
と
い
う
土
地
柄
、

農
家
の
兼
業
化
率
が
高
く
、
昭
和
の
終
わ

り
頃
か
ら
農
地
が
動
き
始
め
て
い
た
。

兼
業
農
家
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
同
社
の

契
約
面
積
も
右
肩
上
が
り
に
増
え
続
け
、

発
足
当
時
20
ha
だ
っ
た
圃
場
は
２
０
０
３

年
に
１
０
０
ha
を
突
破
。
前
述
の
通
り
現

在
は
１
５
０
ha
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
に

比
例
す
る
よ
う
に
、
発
足
当
時
３
人
だ
っ

た
従
業
員
も
「
10
〜
15
ha
増
え
る
ご
と
に

１
人
増
」（
田
中
社
長
）
と
い
う
ペ
ー
ス

で
増
や
し
て
き
た
。

一
般
的
に
穀
物
栽
培
で
は
年
間
を
通
し

て
仕
事
量
を
平
均
化
す
る
の
が
難
し
く
、

周
年
雇
用
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
多

い
。
同
社
の
場
合
も
転
作
を
行
な
う
こ
と

で
、
転
作
奨
励
金
を
手
に
入
れ
る
と
同
時

に
効
率
的
な
作
業
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
い
る
が
、
同
じ
コ
メ
で
も
多
品
種
を



て
い
る
。
平
成
20
年
度
の
年
商
は
ゲ
タ
対

策
交
付
金
と
ナ
ラ
シ
対
策
を
含
め
る
と
約

１
億
４
５
０
０
万
円
（
交
付
金
を
除
く
と

８
９
０
０
万
円
）。
36
歳
と
、
家
族
の
中

で
一
番
の
働
き
手
で
あ
る
加
藤
氏
の
年
収

は
８
５
０
万
円
。
ボ
ー
ナ
ス
は
年
６
カ
月

三
重
県
四
日
市
市
で
コ
メ
48
ha
、
小
麦

45
ha
、
大
豆
48
ha
を
営
む
加
藤
剛
氏
。
両

親
と
妻
、
弟
の
計
５
人
で
経
営
を
行
な
っ

農
業
経
営
の
理
想
の
経
営
形
態
は
、
家
族
経
営
で
あ
る
と
い
う
農
業
経
営
者
は
多
い
。

と
は
い
え
、
そ
の
分
、
経
営
規
模
が
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
収
入
を
増
や
す
の

は
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
法
人
化
し
て
い

な
い
農
家
に
、
収
入
を
あ
げ
る
た
め
の
経
営
努
力
を
中
心
に
話
を
聞
い
た
。
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導
入
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
効
率
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

ち
な
み
に
売
り
先
は
４
割
が
大
手
の
米

穀
卸
な
ど
で
、
牛
丼
な
ど
の
外
食
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
う
ち
３
割
が
農
協
、

２
割
が
地
主
で
、
１
割
が
地
元
の
保
育
園

給
食
や
料
理
店
だ
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
追
求
す
る
大
規
模
経
営
だ
け
に
、
管
理

コ
ス
ト
の
か
か
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
狙

わ
ず
、
大
口
の
顧
客
を
確
保
し
て
い
る
の

も
特
徴
で
あ
る
。

「
野
洲
市
内
の
農
地
の
う
ち
、
我
わ
れ
が

預
か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
６
〜

７
％
に
す
ぎ
ず
、
ま
だ
規
模
拡
大
の
余
地

は
あ
る
。
た
と
え
ば
水
管
理
な
ど
の
簡
易

作
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
に
任
せ
、
社
員
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
き

た
い
の
で
、
単
純
に
同
じ
ペ
ー
ス
で
正
社

員
を
増
や
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後
も

契
約
面
積
の
増
加
に
応
じ
て
雇
用
も
増
え

て
い
く
の
で
は
」（
田
中
社
長
）

大
規
模
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
事
業
モ
デ
ル

で
は
あ
る
が
、
今
後
各
地
で
農
地
の
集
約

が
進
む
の
は
自
明
の
理
。
経
営
理
念
の
実

現
と
人
材
評
価
の
ア
ッ
プ
と
い
う
好
循
環

を
成
し
え
て
い
る
好
例
と
し
て
、
参
考
に

な
ろ
う
。

す
で
に
創
業
17
年
の
歴
史
を
持
つ
グ
リ

ー
ン
ち
ゅ
う
ず
と
は
対
照
的
に
、
今
年
３

月
で
４
期
目
を
迎
え
る
と
い
う
、
創
業
し

て
間
も
な
い
農
業
法
人
の
ト
ッ
プ
、
お
よ

び
そ
の
従
業
員
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
給
料

を
手
に
し
て
い
る
の
か
。

「
昨
期
よ
う
や
く
黒
字
転
換
し
た
ば
か
り

で
す
の
で
、
参
考
に
な
る
か
ど
う
か
…
…
」

と
控
え
め
に
話
す
の
は
、
三
重
県
伊
賀
市

で
23
ha
の
水
田
を
経
営
す
る
㈲
フ
ァ
ー
ム

松
宮
・
宮
浦
清
巳
社
長
。
同
社
で
は
関
西

圏
で
は
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
、
伊
賀
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
生

産
・
販
売
し
て
い
る
。
全
量
を
売
り
切
っ

て
い
る
が
、
販
路
の
多
く
を
大
阪
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
や
料
亭
な
ど
の
外
食
、
ま
た

「
人
脈
が
広
い
み
た
い
で
（
笑
）」
と
い
う

宮
浦
社
長
の
人
柄
も
あ
っ
て
、
口
コ
ミ
で

知
っ
た
個
人
客
か
ら
の
注
文
も
多
い
（
ネ

ッ
ト
通
販
は
行
な
っ
て
い
な
い
）。
ち
な

み
に
、
宮
浦
社
長
は
32
歳
、
女
性
の
農
業

経
営
者
で
あ
る
。

農
家
出
身
で
も
な
く
、
大
阪
府
出
身
・

在
住
で
伊
賀
の
地
と
は
接
点
が
な
か
っ
た

宮
浦
社
長
。
た
だ
、
伊
賀
に
は
、
た
ま
た

ま
父
親
の
家
と
２
ha
弱
の
農
地
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
起
業
す
る
。
資
金
は
「
会

社
経
営
を
し
て
い
た
父
親
の
退
職
金
を
借

り
受
け
る
形
」
で
、
倉
庫
や
農
業
機
械
な

ど
設
備
投
資
を
行
な
っ
た
。
第
１
期
の
年

商
は
２
５
０
０
万
円
。
第
2
期
も
ほ
ぼ
同

じ
数
字
で
あ
っ
た
。

「
当
時
の
年
収
は
２
４
０
万
円
ぐ
ら
い
。

３
名
い
る
従
業
員
も
私
と
ほ
ぼ
同
じ
額
で

し
た
」

そ
の
頃
の
経
営
規
模
は
、
13
ha
。
借
地

を
し
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
地
域
か

ら
の
理
解
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
昨
年
以
降
、「
徐
々
に
農
地
も
任
せ
る

と
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

大
き
い
」
と
、
宮
浦
社
長
。
昨
年
度
は
年

商
３
０
０
０
万
円
を
達
成
。
本
年
度
は
年

商
３
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

「
従
業
員
に
夏
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
を
10
万
円

程
度
と
、
わ
ず
か
で
す
が
出
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
５
万
円
ぐ
ら
い
昇
給
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
私
自
身
の

年
収
は
３
６
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

『
経
営
者
な
ん
だ
か
ら
も
っ
と
も
ら
え

ば
？
』
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
売
上
に
占
め
る
人
件
費
率
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
次
な
る
投
資

の
た
め
の
準
備
の
方
は
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
会
社
が
成
長
す
れ
ば
、

そ
う
で
す
ね
５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
は
欲
し

い
か
な
」

「
あ
と
２
ha
ぐ
ら
い
で
規
模
は
十
分
」
と

一
定
の
め
ど
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
後
は

自
社
生
産
の
伊
賀
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り

を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
を
出
店
す
る
な
ど
、

生
産
・
販
売
以
外
の
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
。
農
業
経
営
者
と
し
て

の
給
料
が
現
時
点
で
低
く
て
も
納
得
ず
く

な
の
は
、
将
来
の
経
営
目
標
を
本
気
で
実

現
さ
せ
た
い
か
ら
―
―
。
宮
浦
社
長
か
ら

は
、
静
か
な
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
も
ら
い
す
ぎ
で
は
？
」
と

農
業
者
も
実
感

3
期
目
で
黒
字
転
換
、
経
営
者
の

年
収
は
1
2
0
万
円
ア
ッ
プ
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「
納
得
し
て
く
れ
る
」
取
引
先
の

数
で
収
入
を
増
や
し
て
い
く

分
支
給
さ
れ
て
い
る
。
精
米
配
達
を
担
当

す
る
加
藤
氏
の
妻
に
は
４
０
０
万
円
が
、

弟
に
は
７
５
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
な

お
父
親
は
５
０
０
万
円
、
母
親
は
３
６
０

万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
の
農
業
政
策

に
従
っ
た
結
果
と
し
て
の
こ
の
年
収
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
と
聞
く
と
、「
正
直
な

話
、
も
ら
い
す
ぎ
と
い
う
気
持
ち
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
で
す
」
と
、
加
藤
氏
。

地
域
で
は
離
農
者
が
増
え
、
ま
す
ま
す

農
地
を
集
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
以

上
に
、
交
付
金
が
増
や
せ
る
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
が
「
今
も
あ
ま
り
休
み
が
取
れ
て

い
な
く
て
、
給
料
が
減
っ
て
も
休
み
た
い

ぐ
ら
い
で
す
ね
」。

つ
ま
り
、
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
は
、
家

族
経
営
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
将
来
的
に

は
さ
ら
な
る
低
米
価
、
各
種
交
付
金
の
見

直
し
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
現
状
の
ま
ま

で
い
い
と
は
思
え
な
い
…
…
。

そ
こ
で
、
加
藤
氏
が
挑
戦
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
が
、
コ
メ
の
主
要
品
種
を
変

え
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
多
く
を

系
統
に
出
荷
し
て
い
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
か

ら
、
売
り
先
が
決
ま
っ
て
お
り
実
需
者
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
「
ミ
ツ
ヒ
カ
リ

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

神
奈
川
県
三
浦
半
島
の
丸
次
農
園
は
、

代
表
・
木
村
治
夫
氏
と
妻
、
そ
し
て
常
時

雇
用
ス
タ
ッ
フ
１
名
の
３
名
体
制
で
畑
作

を
行
な
っ
て
い
る
。
繁
忙
期
に
雇
用
す
る

臨
時
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
も
含
め
、
年
間
人

件
費
の
総
額
は
２
５
０
０
万
円
。
そ
の
う

ち
夫
婦
の
年
収
は
、
木
村
氏
は
１
１
０
０

万
円
、
妻
５
４
０
万
円
の
合
計
１
６
４
０

万
円
。
常
時
雇
用
ス
タ
ッ
フ
は
３
６
０
万

円
で
、
残
り
の
５
０
０
万
円
が
臨
時
ス
タ

ッ
フ
の
給
与
と
い
う
内
訳
で
あ
る
。
決
し

て
大
規
模
で
な
く
と
も
高
収
入
を
実
現
し

て
い
る
、
家
族
経
営
の
好
例
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

栽
培
し
て
い
る
の
は
、
秋
か
ら
春
に
か

け
て
は
ダ
イ
コ
ン
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
は
メ
ロ
ン
と
ス
イ
カ
。
当
地

で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
も
い
え
る
品
目
だ

が
、
昨
年
の
場
合
、
１
・
９
ha
で
４
４
０

０
万
円
を
売
り
上
げ
た
。
10
ａ
あ
た
り
約

２
３
０
万
円
を
た
た
き
出
し
て
い
る
計
算

に
な
る
。

「
反
収
２
０
０
万
円
は
譲
れ
な
い
。
こ
の

ラ
イ
ン
だ
け
は
維
持
し
よ
う
と
毎
年
努
力

し
て
い
る
」。
そ
ん
な
木
村
氏
が
取
り
組

む
経
営
戦
略
は
、「
内
容
重
視
の
直
販
」

だ
。
20
年
ほ
ど
前
に
飛
び
込
み
営
業
を
行

な
っ
て
以
来
取
引
の
あ
る
地
場
ス
ー
パ
ー

に
直
接
出
荷
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
メ
ロ

ン
と
ス
イ
カ
は
高
級
ホ
テ
ル
や
個
人
客
に

も
直
販
し
て
い
る
。
以
前
は
農
協
に
も
出

荷
し
て
い
た
が
、
直
販
路
線
の
拡
大
と
反

比
例
す
る
よ
う
に
そ
の
割
合
は
減
り
、
現
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スタッフにもっと給与をあげたい――そんな想いを抱く経
営者も少なくないだろう。だが、スタッフ自身は給与につ
いてどう考えているのだろうか。額だけみれば少ないとは
いえない給与を稼ぐ、現役農場スタッフ2名に話を聞いた。

いまの農場に転職して手取りが10万円から18万円に大

幅アップした。ただ、以前は社宅に食事付き。諸事情あっ

て今の農場に転職したが、都市部から離れていて住居に選

択肢が少なく、かなり高い家賃のマンションに入居せざる

を得なかった。食費や場所がら必要になった車のローンな

ど支払いが増えた分、手取りの給与が増えたからといって

自由に使えるお金が増えたわけではない。

といっても、給与は生活に困らない程度いただければ十

分。それより問題なのは、以前勤務していた農場ほど仕事

にやりが見出せないこと。以前の農場では、仕事の中で私

なりに目標をたて、実現していこうと頑張ることができた。

家族経営で全体が見えたこと、お客さんと接する機会があ

ったこともやりがいを感じさせてくれていたように思う。

規模が大きく組織としての仕組みもできている今の農場に

は、これが会社なのかと感じることもある反面、上からの

指示でただ手足を動かしているだけのようで窮屈さも感じ

ている。社長の目標と実際の経営が一致おらず、何のため

の作業なのかいまひとつはっきりしない。好きな農業を仕

事にできているだけで十分だと自分を納得させるほかない

のかもしれないが、できれば目標に向かってやりがいを感

じながら仕事をしていきたい。例えば、ボーナスが出来高

性なら、自分がしたことの成果も実感できて、働く姿勢も

かなり変わるような気がする。

出来高性なら、やり甲斐も出る 給与がいいだけでは続かない

給与は、夏場と冬場で若干変動する仕組みで、月給にす

ると平均20万円ほど。研修生になったばかりのときには

16万円ほどだったが、その後社員になって以来、毎年あ

る程度の昇給もある。結婚や出産などといったこちらの生

活の変化も社長が見てくれているのか、そうした節目でも

昇給している。ボーナスも年2回出ていて、仕事の成果が

その額に反映されているようでモチベーションもあがる。

給与についてこれといって不満はないが、将来のことを

考えるようになり、農業に退職金がないことが気になりだ

した。いまは共働きをしていて生活に困るようなことはな

いが、自分だけの収入で家族を養っていけるほどでもない

だけに、なんとか今のうちに貯金をしておく必要性を感じ

ている。

ただ、自分の実感や辞めていったスタッフをみてきた限

りでは、仕事を続ける上で給与は一番重要な要素とは言え

ないような気もしている。辞めていく人には、農場や経営

者との相性の問題で辞めていくケースが多い。自分自身も

給与がよければそれで満足かというとそうでもない。むし

ろ、そのほかの要素でこれまで続いてきた気がする。うち

の社長はそんなところもしっかり考えてくれていたのだろ

う。もちろん昇給は大歓迎だが……。

Hさん
年収／約240万円

20代／女性京都府／露地野菜ほか

Tさん
年収／約350万円

30代／男性甲信越地方／果樹

在
の
取
引
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

「
以
前
は
相
場
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

売
上
が
不
安
定
。
大
豊
作
で
ダ
イ
コ
ン
に

値
段
が
つ
か
ず
、
廃
棄
処
分
に
し
て
補
助

金
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
畑
で

廃
棄
数
を
数
え
て
い
る
う
ち
に
自
分
が
や

っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が
湧
い
て
き
て
…

…
。
人
に
値
段
を
つ
け
て
も
ら
う
の
で
は

な
く
、
自
分
で
値
段
を
つ
け
、
そ
れ
に
納

得
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
に
買
っ
て
も
ら

い
た
い
」（
木
村
氏
）

も
ち
ろ
ん
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

は
同
じ
関
東
で
も
ラ
イ
バ
ル
産
地
が
多
い

だ
け
に
、
相
場
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
全
量
取

引
を
前
提
に
、「
最
低
価
格
を
保
障
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
採
算
ラ
イ
ン
を
守
っ
て

い
る
」（
木
村
氏
）
と
い
う
。

取
引
先
と
の
こ
う
し
た
信
頼
関
係
の
背

景
に
は
、
高
品
質
・
高
食
味
を
追
求
し
、

新
し
い
情
報
や
視
点
が
あ
れ
ば
常
に
取
引

先
に
提
案
す
る
と
い
う
、
木
村
氏
の
積
極

的
な
姿
勢
が
あ
る
こ
と
も
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

三
浦
半
島
と
い
え
ば
、
丘
陵
地
が
入
り

組
ん
だ
複
雑
な
地
形
を
し
て
お
り
、
農
地

の
集
積
が
ま
ま
な
ら
な
い
地
域
。
栽
培
品

目
も
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
い
が
、

信
頼
で
き
る
取
引
先
を
確
保
し
て
契
約
的

栽
培
を
確
立
し
、
利
益
率
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
、
給
与
の
引
き
上
げ
に
有
効
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
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う
。
そ
れ
自
体
間
違
い
だ
と
は
言
い
切
れ

な
い
が
、「
こ
い
つ
に
は
こ
れ
だ
け
や
ろ

う
」
と
い
う
金
額
を
決
め
る
の
に
、
根
拠

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
ま
っ
た
く
な
く
、

経
験
や
感
覚
的
な
も
の
で
導
き
出
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
と
言
い
た
い
。

従
業
員
と
経
営
者
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
え
な
い
大
企
業
の
よ

う
な
場
合
と
は
異
な
る
の
で
、
経
営
者
が

決
め
る
こ
と
自
体
、
決
し
て
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
評
価
表
の
基

準
は
、
見
え
な
い
も
の
の
、
頭
の
中
に
は

あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
や
は
り
明
文
化

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
従
業
員
か
ら
見
れ

ば
何
も
な
い
の
と
同
然
だ
。

加
え
て
、
従
業
員
に
と
っ
て
、
給
与
の

金
額
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い

こ
と
が
多
い
。
金
額
は
多
く
て
も
多
く
て

も
、
も
っ
と
も
ら
い
た
い
と
い
う
際
限
な

い
欲
求
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
自
分
の

中
で
割
り
切
れ
ば
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
ば
ど
の
ぐ

ら
い
上
が
る
か
と
い
う
の
が
見
え
な
い

と
、
従
業
員
は
不
安
に
さ
い
な
ま
さ
れ
る
。

今
回
の
特
集
を
組
む
前
に
、
農
業
法
人
で

働
く
従
業
員
の
不
平
不
満
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
。

「
勝
手
に
給
与
額
を
変
更
さ
れ
、
何
の
説

明
も
な
か
っ
た
」「
入
社
の
条
件
と
違
っ

て
い
た
」「
昇
給
が
な
い
の
が
暗
黙
の
了

解
に
な
っ
て
い
る
」
…
…
。

思
い
当
た
る
節
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
の
不
満
不

平
は
、
農
業
法
人
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
い

が
、
あ
る
程
度
は
経
営
者
側
か
ら
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
経
営
者
自
ら
が
す
べ
き
こ
と
が

あ
る
。
従
業
員
に
納
得
し
て
働
い
て
も
ら
い
、

業
績
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
「
儲
け
の
構
造
」

を
経
営
者
自
ら
が
再
認
識
し
、
経
営
方
針
を

き
ち
ん
と
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
方
針
を
決
め
た
ら
、
従
業
員
に

経
営
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
単

な
る
労
働
力
を
従
業
員
に
求
め
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
そ
の
必
要
が
な
い
が
、
社
員
の

頑
張
り
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
業
績
向
上
に

つ
な
が
る
と
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
問

題
意
識
を
共
有
す
る
意
味
で
も
や
っ
た
方

が
い
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
大
前
提
で
あ

る
。さ

ら
に
、
進
ん
で
行
な
う
べ
き
は
、
給

与
決
定
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
農
業
生
産
法
人
で
も
賃
金
規
定
も

な
く
、
就
業
規
則
も
定
め
て
い
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
が
、
組
織
、
経

営
者
と
従
業
員
の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る

上
で
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
会
社
の
業
績
向
上
と
同
時
に
、

従
業
員
の
生
活
が
向
上
す
る
こ
と
を
、
常

に
語
り
か
け
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
先
述
し
た
が
、
金
額
の
問
題
よ
り
も
、

経
営
者
か
ら
従
業
員
に
対
し
て
給
与
が
上

が
る
た
め
の
道
筋
が
し
っ
か
り
提
示
さ
れ

な
い
こ
と
の
方
が
、
従
業
員
に
と
っ
て
苦

痛
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
給
与
を
決
め
る
根
拠
は
、

経
営
者
自
身
が
考
え
て
い
る
こ
と
で
十
分

で
あ
る
。
そ
れ
が
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な

い
か
ら
従
業
員
と
の
間
で
軋
轢
が
生
じ

る
、
と
い
う
原
則
を
お
忘
れ
な
く
。

経
営
者
で
あ
る
あ
な
た
は
、（
家
族
を

含
む
）
従
業
員
の
待
遇
、
特
に
給
与
を
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
か
。
中
小
企
業
の

多
く
、
ま
し
て
農
業
法
人
お
よ
び
法
人
化

し
て
い
な
い
農
家
の
多
く
は
、
経
営
者
の

裁
量
で
ほ
と
ん
ど
を
決
め
て
い
る
と
思

給
与
の
額
で
は
な
く

査
定
が
明
確
か
ど
う
か

従
業
員
に
と
っ
て
、
実
は
給
与
の
額
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
案
外
経
営
者
は
知
ら
な
い
。
一
方
従
業
員
も
経
営
者
が
何
を
基
準
に
し
て
給
与
を
決

め
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
で
は
、
ど
う
す
べ
き
か
、
経
営
者
が
評
価
の
基
準
を
明
確

に
し
、
従
業
員
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

巷には給与制度に関する書籍
があふれている。


